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組織病変のスコア化と in situ hybridizationの評価
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要 約

日本で流行している豚熱ウイルス（CSFV）JPN/1/2018株は，中等度病原性を持つと評価されており，栃木県内で
は過去 5年間で 6農場で豚熱が発生した．合計 23頭の豚熱の患畜を対象に病理組織学的検査を行い，病変をスコア化
して評価及びその要因検討を行った．検査の結果，脾臓，腎臓，体表リンパ節に出血性及びリンパ球減少の病変がみら
れたが，スコアを変動させる要因については解明に至らなかった．また，免疫組織化学的検査（IHC）とあわせて in 

situ hybridization（ISH）を実施したところ，ISHの方が IHCよりも感度が高かった．さらに，ISHでは，脳炎病変
に一致した陽性シグナルを認め，CSFVと脳炎との関連性が証明された．
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